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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 虚血性心疾患に対する治療法のひとつである経皮的冠動脈形成術において、冠動脈ステントが使用されるよう
になり再狭窄率は有意に減少したが、ステント内再狭窄はなお存在し、その治療法は未確立である。一方、最近
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